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印
刷

　
中

埜
総

合
印

刷
㈱

植
物
油
インキ

使
用

見
や

す
い

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ン
ト

を
採

用
し

て
い

ま
す

。

Q
Rコ

ー
ド

は
㈱

デ
ン

ソ
ー

ウ
ェ

ー
ブ

の
登

録
商

標
で

す
。

２
月
は
「
節
分
の
日
」
が

あ
り
ま
す
。
豆
ま
き
を

し
た
り
、
恵
方
巻
を
食
べ
た

り
し
ま
す
ね
。
私
は
今
年
の

節
分
は
、
な
か
な
か
収
ま
ら

な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
い
う
鬼
を
、豆
ま
き
で
や
っ

つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

豆
ま
き
で
鬼
を
や
っ
つ
け

た
後
は
、
２
０
２
１
年
の
恵

方
で
あ
る
南
南
東
を
向
い
て
、

恵
方
巻
を
か
ぶ
り
つ
き
ま

し
ょ
う
。

　
　
　　
　
　
　
　
　
（
浅
野
）

「半田赤レンガ建物」の誕生　

アンケートみなさんの　　を聞かせてください
今号でよかった内容や写真があれば教えてください。
今号を読んだことがきっかけで行動したこと、または、したいことはありましたか。
市報で取り上げてほしい内容や企画、広報に関するご意見・ご感想などありましたらお聞かせください。

住所、氏名、年齢、アンケート
を書いて、ご送付ください。

〒４７５-8666
東洋町２-１　
企画課
Ｅメール
kouhou@city.handa.lg.jp

Q1
Q2
Q3

回答方法

あ て 先
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昔
か
ら
知
多

地
域
は
、
酒

造
り
が
盛
ん
で
、

江
戸
時
代
後

期
か
ら
明
治
初

期
の
最
盛
期
に

は
、
酒
蔵
が

約
２
０
０
以
上

も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
酒

は
、
半
島
と
い
う
地
の
利
を
活
か

し
、
廻か
い
せ
ん船

で
江
戸
へ
と
出
荷
さ
れ
、

半
田
は
醸
造
と
海
運
業
で
栄
華
を

誇
り
ま
し
た
。
明
治
に
入
り
、
酒

税
の
大
増
税
か
ら
酒
造
業
は
厳
し

い
状
況
へ
と
追
い
込
ま
れ
、
こ
の
地

域
の
酒
造
家
た
ち
は
当
時
の
花
形

産
業
と
な
っ
て
い
た
ビ
ー
ル
事
業
に

興
味
を
持
ち
ま
す
。

　
そ
の
新
し
い
酒
「
ビ
ー
ル
」
に

魅
せ
ら
れ
た一
人
が
、
中
埜
酢
店

（
現
ミ
ツ
カ
ン
グ
ル
ー
プ
）
４
代

目
中
埜
又
左
衛
門
で
し
た
。
中
埜

又
左
衛
門
は
、
甥
の
盛
田
善
平
に

ビ
ー
ル
醸
造
の
調
査
を
す
る
よ
う

命
じ
、
横
浜
や
東
京
な
ど
各
地
を

調
査
し
、
半
田
に
戻
っ
た
善
平
か

ら
の
報
告
を
聞
い
た
中
埜
又
左
衛

門
は
、
ビ
ー
ル
造
り
を
事
業
と
し

て
始
め
る
こ
と
を
決
断
し
ま
す
。

　

明
治
20
（
１
８
８
７
）
年
、
現

在
の
半
田
市
堀
崎
町
に
「
丸
三
麦

酒
醸
造
所
」
が
発
足
し
、
明
治
22

（
１
８
８
９
）
年
、「
丸
三
ビ
ー
ル
」

と
名
付
け
ら
れ
た
ビ
ー
ル
が
半
田

か
ら
初
出
荷
さ
れ
ま
す
。
新
発
売

と
あ
っ
て
コ
ル
ク
栓
10
個
に
対
し
て
、

ビ
ー
ル
１
本
贈
呈
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

付
で
大
々
的
に
売
り
出
さ
れ
ま
し

た
。
派
手
で
ユ
ニ
ー
ク
な
宣
伝
が

評
判
と
な
り
生
産
量
も
し
だ
い
に

増
え
、
日
清
戦
争
の
大
勝
か
ら
の

好
景
気
も
重
な
っ
て
、
丸
三
ビ
ー

ル
は
大
都
市
の
大
手
４
社
【
エ
ビ
ス

（
東
京
）、
ア
サ
ヒ
（
大
阪
）、
サ
ッ

ポ
ロ
（
札
幌
）、
キ
リ
ン
（
横
浜
）】

に
次
ぐ
規
模
と
な
り
ま
す
。
明
治

29
（
１
８
９
６
）
年
、
丸
三
麦
酒

株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
本
格
的

に
ビ
ー
ル
を
生
産
す
る
た
め
、
新

工
場
の
建
設
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
新
工
場
こ
そ
が
今
に
残
る「
半

田
赤
レ
ン
ガ
建
物
」
な
の
で
す
。

　
設
計
は
、
明
治
建
築
界
の
三
大

巨
匠
の一
人
妻
木
頼
黄
に
依
頼
し
、

半
地
下
構
造
や
５
重
の
復
壁
、
レ

ン
ガ
ア
ー
チ
で
埋
め
た
耐
火
床
な

ど
、
ビ
ー
ル
の
醸
造
工
場
と
し
て

必
要
な
断
熱
の
工
夫
が
詰
ま
っ
た

建
物
が
明
治
31
（
１
８
９
８
）
年

に
完
成
し
ま
し
た
。
半
田
赤
レ
ン

ガ
建
物
で
は
、
今
で
も
そ
う
し
た

当
時
の
建
物
構
造
の
工
夫
を
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
格
ド
イ
ツ
ビ
ー
ル
の

生
産
に
こ
だ
わ
り
、
ド
イ
ツ
か
ら

ビ
ー
ル
醸
造
用
設
備
を
揃
え
、
機

械
技
師
と
醸
造
技
師
も
招
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
出
来
上
が
っ
た
ビ
ー

ル
の
商
標
を
「
カ
ブ
ト
ビ
ー
ル
」

と
変
え
、
明
治
32
（
１
８
９
９
）

年
に
発
売
を
開
始
し
ま
す
。

　
当
時
の
人
々
の
ビ
ー
ル
造
り
に
か

け
た
情
熱
は
、明
治
33（
１
９
０
０
）

年
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
の
カ
ブ
ト

ビ
ー
ル
の
金
賞
受
賞
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
会
社
組
織
の
幾
度
の

合
併
等
を
経
て
、
太
平
洋
戦
争
の

局
面
の
深
刻
化
に
伴
い
、
昭
和
18

年
（
１
９
４
３
）に
半
田
赤
レ
ン
ガ

建
物
で
の
ビ
ー
ル
製
造
を
中
止
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
7
月
か
ら
常
時
公
開

と
な
っ
た
現
在
の
半
田
赤
レ
ン
ガ
建

物
で
は
、
復
刻
し
た
カ
ブ
ト
ビ
ー

ル
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一

地
方
都
市
半
田
か
ら
全
国
へ
と
果

敢
に
挑
戦
し
た
半
田
の
先
人
た
ち

の
熱
い
想
い
を
感
じ
、
そ
の
こ
だ

わ
り
が
生
ん
だ
カ
ブ
ト
ビ
ー
ル
を

味
わ
い
に

ぜ
ひ
半
田

赤
レ
ン
ガ

建
物
へ
お

越
し
く
だ

さ
い
。

【問合わせ】観光課　☎84-0689

半田市の魅力を
紹介するダシ！

だし丸くんレポート


